
　HPV ワクチンの積極的勧奨が 2022 年４月に再開されてから１年になりました。しかし、定期接種対象の小６～高

校１年生相当女子も、キャッチアップ接種対象の 1997 年度生まれまでの女子も、厚労省の集計によると、接種し

た人はまだ多くないようです。

　対象年齢なのにまだ接種していない人やそのご家族に尋ねると、「あぶないって聞いたから」　「100％効くわけで

はないんでしょ」といった声がきかれることがあります。

　ワクチンの安全性には、やはり、不安を抱えている方はたくさんいらっしゃるかと思われます。しばらくの間 HPV

ワクチンをおすすめするのを控えていたのは、接種後にからだの痛みや歩けないなどの「多様な症状」が多数報告

されたためです。しかし、その後の国内外の調査で、「多様な症状」などはワクチン接種をした人に特に多いわけ

ではないということが報告されました。そのうちの名古屋市で行われた安全性に関するアンケート調査の一つを下

にご紹介します。HPV ワクチンを接種した人・しなかった人あわせて約３万人が回答したアンケート調査です。HPV

ワクチン接種と 24 の症状との間には、因果関係は示されなかったとの結論でした。

婦人科からのお知らせ

婦人科部長　衞藤　貴子

　これまで自費であった、より効果の高い９価ワクチンが、この４月から定期接種、キャッチアップ接種で公費で

うけられるようになりました。子宮頸がんの原因のウイルスの約 90％の感染をふせぎ、その結果、頸がんになる

のを予防できます。「100％じゃないんでしょ」と思われるのはごもっともですが、がんの 90％を防ぐことができるっ

て、ものすごいことですよ！！ただし、90％の効果を得るためには、ウイルスに感染する前（つまりは性交渉・セク

シャルデビューをする前）に接種することがとても重要です。また、９価ワクチンの副反応は、これまでのワクチ

ンと比べて、注射部位の疼痛はやや多いですがその他は違いはないようです。

　そうは言っても、いろいろ心配されると思います。ワクチン接種に限らず、薬や治療には 100％安全というもの

はありません。何か症状がでたときは、まずは接種医やかかりつけ医がしっかり診療を行い、必要に応じて専門

医療機関への受診を検討するようにと、厚労省も周知をはかっています。

　ところで、HPV 感染によっておこる男性のがんのこと、ご存じでしょうか？男性の方、HPV ワクチンを他人事と思っ

ていませんか？世界的には男女ともに HPV ワクチン接種がすすんでいます。次回以降にお知らせします。

ようやく、定期接種に　９価ワクチンが使用できるようになりました

HPVワクチン（いわゆる子宮頸がんワクチン）の
安全性についての報告

HPV ワクチン（４価・９価）
　定期接種：小６～高１相当女子
　キャッチアップ接種：1997～ 2006 年度生まれ女子

※15 歳未満の９価ワクチンは２回接種になりました。その他は 3 回接種。

当院での接種は 月・火 13 ～15 時　水・木・金 12～13 時 に行っています。
お問い合わせ・ご予約は婦人科外来まで（病院代表）092-541-4936

日本での 安全性に関する疫学調査 
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